
教育委員会（ ３月 ）会議録 

招 集 年 月 日  令和 ３年 ３月２６日（金）午後 ２時００分 

招 集 の 場 所  白馬村役場 ２階 庁議室 

開閉会の日時 

及 び 宣 言 

開 会 令和 ３年 ３月２６日（金）午後 ２時００分 

閉 会 令和 ３年 ３月２６日（金）午後 ４時２０分 

出 席 委 員 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名 

教 育 長 平林  豊 委 員 伊 藤 公 一 委 員 田 口 令 子 

教育長職務代理者 幅 下  守 委 員 西澤みどり   

事 務 局 

生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ課長 関 口 久 人 教 育課長 横 川 辰 彦 子育て支援課長 下 川 浩 毅 

公 民館 長 横 川 秀 明 教育指導員 塩 島  学 子育て支援係長 松 澤 拓 哉 

    教 育 係長  鈴 木 広 章          

会議の要旨 

 

１ 開 会 

［教育長］ 

開会を宣言した。  

 

２ 令和 3年 2月定例会の会議録について 

意見を求めたが特に発言はなく、承認された。 

 

３ 報告 

 

  ○教育長 

議会３月定例会が 18日で終了し、議案等すべて可決になる。 

中学卒業者の進路状況は、白馬高 17人・大町岳陽 15人・池工３人・南農 1人・豊科４人・長野高１人・飯

山高３人・長野高専１人・松本市内の公立高校８人・県内私立高校３人・県外の高校８人・その他３人で、67名

すべての生徒の進路が決定している。白馬高校への進学率は 25.4％。 

10 日にＪＡ大北金融共済から新５年生を対象として食育に関する教材をいただいた。 

11 日に安曇野・大北地域の高等学校を考える合同部会第１回の会議が開催された。主に、南農・穂高商・

池工について、活力ある専門教育のあり方を広域的・多角的に検討するための部会で、座長に信大教職員セ

ンター荒井英治郎氏、副座長に荒井大町市教育長が選出された。 

県教委から「高校改革～夢に挑戦する学び～」についての説明と第11通学区高等学校教育懇話会研究部

会及び大北地域における高等学校を考える協議会から経過説明があった。 

12 日に白馬村交通安全協会から新１年生を対象に、ランドセルカバー、マスコット等を、大町地区安協から

は、冊子「まもろうね！６つのおやくそく」をいただいた。 

23 日に長野銀行から、八方薬師堂エドヒガン桜の維持・管理に充てる費用として 10 万円の寄付をいただい

た。平成 23年の青鬼集落以来２回目となる。 

同日、国体において優秀な成績を収めた鎌倉氏に記念品が授与されている。 

令和３年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会は、新型コロナウィルス感染拡大防止

の観点から、総会は書面決議、研修会の行政説明はインターネット上での動画配信、記念講演は中止となっ

た。 

 

 ○教育課長報告 

3月議会で幅下教育長職務代理の再任について同意された。2名の議員に地域コミュニティや学校の統廃合



について一般質問を受けたが、教育長から、学校のあり方検討委員会で検討中と答弁している。17 日に小学

校、18 日に中学校の卒業式を挙行したが、来賓と教育委員会から参列はしなかったが、南小は教育長、北

小・中学は教育課長が式の様子を見守った。入学式についても来賓は参加自粛し、教育委員会告示は掲示す

ることとした。 

 

○子育て支援課長報告 

 3 月 24 日の卒園式は感染症対策を行いながら無事終えた。特別定額給付金の再支給について、ひとり親の

世帯と低所得世帯に児童 1人あたり 5万円の給付を国が決定しているが、詳細については未決定。ひとり親世

帯については県で、低所得世帯については市町村で給付事務を担当すると考えている。 

 

○生涯学習スポーツ課報告 

 3 月 1日に近藤心音さんが村長を表敬訪問。4日・5日には八方尾根リーゼンスラローム大会を行った。6日

には五竜クロスカントリ―大会、7日には白馬少年クロスカントリー大会を行った。感染症対策で五竜クロスは、一

般参加を中止した。五竜クロスと白馬少年を連続して行う大会運営は参加者の負担が少ないため、次年度以

降も同じ大会運営をする予定。11 日、大島さくらさん（白馬高校生）がスノーボードアルペンの世界選手権に出

場した。 

12 日、図書館協議会を行い、基本計画に対する意見をいただいた。4月の定例会までに意見集約したい。 

17 日、北アルプス図書館システム共同化検討会議が開かれ、現在市町村によって異なるシステムを採用し

ているが、共同調達し、予約の一元化をする方向性を確認した。白馬村は再再リースをしており、共同調達に参

加できるか、スケジュール調整している。 

21 日、村民スキー大会を行った。団体戦を行わず、個人戦のみで約 50 名が参加した。4 月 1 日に東京

2020 聖火リレーを行うが、招待客はお呼びせずに感染症対策を講じながら実施する。 

 

○公民館長報告 

 3 月 5 日に公民館運営審議会を行い、本年度の事業報告をした。23 日に分館長会議を行い事業計画を策

定した。 

  

 

４ 議 事    

 

○報告第 1号 県費村費教職員の人事異動について 

・県費村費教職員の人事異動について、教育係長が説明した。 

［教育長職務代理者］ 

・中学校の村費講師で、授業支援の記載のない職員が 2名いるが、受け持つ職務内容が異なるのか。 

［教育課長］ 

・昨年度から会計年度任用職員制度が始まり、職務内容を揃えられていない。今後の課題としたい。 

［教育長職務代理者］ 

・多くの村費講師を配置していることは感謝したいが、職務内容の精査もお願いする。 

 

○報告第 2号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部改正について 

 ・学校薬剤師の報酬を、年額 5万円から 7万円に改めるもの。 

 

○報告第 3号 通級指導の終了について  

・令和 2年度をもって、通級指導教室の通級を終了した児童を報告した。 

 

 



○議案第 18号 白馬村社会教育委員の委嘱について  

・令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月 31日任期の白馬村社会教育委員の委嘱について、公民館長から 

資料に基づき説明した。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 19号 白馬村公民館運営審議会委員の委嘱について       

・令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月 31日任期の白馬村公民館運営審議会委員の委嘱について、公民館

長から資料に基づき説明した。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 20号 白馬村スポーツ推進員の委嘱について  

・令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月 31日任期の白馬村スポーツ推進員の委嘱について、生涯学習 

スポーツ課長から資料に基づき説明した。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 21号 区域外就学の承諾について 

・令和 3年度の区域外就学申請者の承諾について協議した。教育係長が資料に基づき説明した。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 22号 白馬村立小・中学校職員服務規程の一部改正について  

・白馬村立小・中学校職員服務規程の一部改正について、教育課長が資料に基づき説明した。題名を「白馬

村立学校職員服務規程」に改める。県の規程改正に合わせ、会計年度任用職員の服務の宣誓書やその他各

種届出書の提出等を改正するもの。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 23号 白馬村不妊・不育症治療費補助金交付要綱の一部改正に対する意見について 

・子育て支援課長が資料に基づき説明した。国の補助制度の見直しに伴い、村の補助制度の見直しを行っ

た。対象者の範囲に事実婚を含め、現行の補助額のほか、新たに不妊治療の証明書費用を 10 割給付するこ

ととした。それらに伴い、様式を修正した。 

［西澤委員］ 

・事実婚については、自己申請で良いか。 

［子育て支援課長］ 

・認知することが前提となるが、本人申請を受け付ける。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 24号 通級指導教室への通級決定について      

・令和 3年度から通級開始する児童について、子育て支援係長が資料に基づき説明した。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 25号 白馬村委託業務に係る災害補償に関する規程の一部改正に対する意見について  

・教育課長が資料に基づき説明した。別表中の義務教育のあり方検討委員会・学校運営委員会委員の項目

を削除するもの。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 26号 白馬村教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則を廃止する規則について 

・生涯学習スポーツ課長が資料に基づき説明した。教育委員会事務局の組織改正が見送られたため、 



規則を廃止するもの。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 27号 令和３年度白馬中学校２学期制について   

・白馬村中学校の 2学期制について、白馬中学校長が説明した。 

［白馬中学校長］ 

・白馬中で採用した令和 2 年度の前期後期制について、学校評価では６１．９％の保護者がとても良いと回答

しており、2学期制に移行に関して自由筆記でも特に記載が無かった。保護者には受け入れられているものと中

学校では判断している。これらからの理由から、令和 3年度についても 2学期制としたい。 

［教育長職務代理者］ 

 ・2 学期制が良い、悪いということでなく、2 学期制で課題が全くないという訳ではないはず。どんな課題があっ

て、その課題をどう解決したのか、具体的な話を聞きたい。 

［中学校長］ 

 ・良い点が多かった。1 つは子どもの意識が 2 学期制の方が区切りをつけやすかったと認識している。4～6 月

の学期の始期、7～9 月の総合発表会に向けた準備期間の時期、10～12 月の授業の充実期、１～3 月の授

業のまとめ期間といった具合に、メリハリをつけられた。 

また、7月に保護者懇談を実施し、保護者連携が密になったことに加え、教員の働き方改革にも寄与した。 

3 学期制に比べ、教員負担は軽減出来ている。 

［教育長職務代理者］ 

・教員の方々の 2学期制の受け止めを聞きたい。 

 ［教育長］ 

 ・4 月定例会の前段で、学校評価・学校運営計画を各校長に報告してもらう予定。その中で 2 学期制につい

ての教員の事務量や働き方等を報告すること。 

・全員賛成で可決された。 

 

○議案第 28号 事務局職員の人事異動について   

・令和 3年度の事務局の人事異動について、教育係長が資料に基づき説明した。 

・全員賛成で可決された。 

 

５ その他          

 

（１）入学式の教育委員会告示について 

・教育委員会告示 了承 

 

（２）令和 3年度 成人式について 

・令和２年度の成人式はコロナウィルス感染症の影響で１年延期となっている。近隣市町村でもその対応はま

ちまちな状況である。令和３年度の成人式について関係機関に諮った中で、２０歳と２１歳を迎えた者を対象に

行うこととし、今後もその方向で行っていく。令和４年の民法改正で１８歳から成人となることから「成人式」の名

称については、今後検討する。 

 

（３）行事予定 

 

○４月の行事について  

・本年度卒業式及び来年度の入学式日程等について、教育係長が説明した。 

○４月の定例会について 

4 月 28日（水）午後 2時から 庁議室で行う。 



 

署 名 欄 

教 育 長  

教  育  長 
職務代理者 

 

委  員  

委  員  

委  員  


